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［所在地］〒231-0824　神奈川県横浜市中区本牧三之谷58-1　Tel 045-621-0634

三溪園について
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三溪園は生糸貿易により財を成した実業家 原 三溪によって、1906年（明治39）5月1日に公開されました。175,000m2に及ぶ園内には京都や鎌倉などから移築された歴史的に価値の高い建造物が巧みに配置されています。（現在、重要文化財10棟・横浜市指定有形文化財3棟）
東京湾を望む横浜の東南部・本牧に広がる広大な土地は、三溪の手により1902年（明治35）頃から造成が始められ、1914年（大正3）に外苑、1922年（大正11）に内苑が完成するに至りました。三溪が存命中は、新進芸術家の育成と支援の場ともなり、前田青邨の「御輿振り」、横山大観の「柳蔭」、下村観山の「弱法師」など近代日本画を代表する多くの作品が園内で生まれました。その後、戦災により大きな被害をうけ、1953年（昭和28年）、原家から横浜市に譲渡・寄贈されるのを機に、財団法人三溪園保勝会が設立され、復旧工事を実施し現在に至ります。
原 三溪について
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　原 三溪（本名富太郎）（1868年/慶応4-1939年/昭和14）
岐阜県厚見群佐波村（現在の岐阜県岐阜市柳津町）で代々に渡り、庄屋をつとめた青木家の長男として生まれました。幼少の頃から絵、漢学、詩文を学び、1885年（明治18）東京専門学校（現在の早稲田大学）に入学、政治・法律を学びました。1888年（明治21）頃に跡見学校の助教師になり、1891年（明治24）に、教え子であった原善三郎の孫娘、屋寿と結婚し、原家に入籍。原家の家業を継ぐと、個人商社を合名会社へと改組、生糸輸出を始めるなどの経営の近代化と国際化に力を入れ、実業家として成功を収めました。実業家以外にも様々な面を持ちあわせた三溪は、住まいを本牧・三之谷へ移すと古建築の移築を開始し、1906年（明治39）三溪園を無料開園するほか、美術品の蒐集や芸術家の支援・育成を行いました。1923年（大正12）の関東大震災後は、横浜市復興会長に就任し、それまでの作家支援を止め荒廃した横浜の復興に力を注ぎました。三溪自身も書画をたしなみ、その作品の一部は、園内の三溪記念館に収蔵されています。

三溪園の歴史

	明治初年
	原善三郎（三溪の養祖父）、三溪園一帯の土地を購入する。

	明治20年代
	善三郎　三溪園の南端、本牧海岸寄りに山荘"松風閣"を建てる。

	1902年（明治35）
	三溪　原家本宅"鶴翔閣"を建てる。古建築の収集をはじめる。"旧天瑞寺寿塔覆堂"を入手する。※このころから、富太郎は、三之谷の地名から三溪と号する。

	1905年（明治38）
	造園にあたって庭師を関西方面に派遣、帰浜後、本格的な造園を開始する。

	1906年（明治39）
	5月1日　現在の外苑部分を無料で開園する。

	1907年（明治40）
	鎌倉山之内から"東慶寺仏殿"を移築する。

	1908年（明治41）
	"横笛庵"を建てる。梅林が完成し観梅会を開催する。

	大正初年
	下村観山、松風閣の障壁画「四季草花図」を描く。前田青邨、鶴翔閣に滞在し、「御輿振り」を描く。安田靫彦、前田青邨、小林古径等を招き、古美術鑑賞研究会を開く。

	1913年（大正2）
	横山大観、鶴翔閣に滞在し「柳蔭」を描く。

	1914年（大正3）
	京都相楽郡加茂の燈明寺から三重塔を移築する。

	1915年（大正4）
	下村観山、三溪園の梅の木をモデルとして「弱法師」を描く。"臨春閣"の移築を開始する。（1917年工事完了）

	1916年（大正5）
	インドの詩聖タゴールが来園、松風閣に2か月半滞在し、詩「さまよえる鳥」を作る。鎌倉から"天授院"を移築する。

	1917年（大正6）
	"蓮華院"を建てる。

	1918年（大正7）
	"月華殿"、"春草廬"を移築する。"金毛窟"を建てる。

	1920年（大正9）
	"白雲邸"を建て、住まいとする。

	1922年（大正11）
	"聴秋閣"を移築する。三溪による古建築移築の最後となる。

	1923年（大正12） 
	4月21・22日、内苑の完成を記念して大師会茶会を開く。（益田鈍翁・根津青山・服部莱々堂・仰木魯堂・森川如春等が席主をつとめる。）9月1日、関東大震災により"松風閣"他、一部の建物が倒壊・損壊する。

	1945年（昭和20）
	空襲で大きな被害を受ける。

	1953年（昭和28）
	原家から庭園の大部分を譲り受け復旧工事に着手する。財団法人三溪園保勝会設立。

	1954年（昭和29）
	外苑の公開を始める。

	1958年（昭和33）
	全体の復旧工事が終了し内苑を初めて公開する。

	1960年（昭和35）
	岐阜県白川郷から"矢箆原家住宅"を移築する。

	1963年（昭和38）
	三溪園前面の本牧海岸埋め立てが始まる。

	1970年（昭和45）
	宗徧流林洞会から茶室"林洞庵"が寄贈される。隣接地が本牧市民公園となり、南門を設ける｡

	1976年（昭和51）
	臨春閣に、あらたに障壁画（中島清之・千波筆）を作成する。

	1982年（昭和57）
	聴秋閣奥の溪流沿い遊歩道を復元、以後季節公開する。"燈明寺本堂"の移築を開始する。（1987年工事完了）

	1989年（平成元）
	三溪記念館を開館する。三溪に関する資料や収集品等を展示する。

	2000年（平成12） 
	三溪の旧宅"鶴翔閣"を整備・復元する。

	2007年（平成19）
	国の名勝に指定される。
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 2月中旬～3月上旬 観梅会

三溪園は、古くから梅の名所としても有名です。 2月から3月にかけて、約600本ある白梅・紅梅などが見事な花を咲かせます。 竜が地を這うような枝振りの「臥竜梅」（がりょうばい）、花弁の根元にある萼が緑色の「緑萼梅」（りょくがくばい）は珍しく見ものです。 期間中、初音茶屋（はつねぢゃや）では、昔ながらの古釜で沸かした麦茶を提供します。

[2012年] 2月11日（土・祝）～3月4日（日）開催
開園時間　９時～１７時（入園は閉園の３０分前まで）

＊行事開催に伴い開園時間を拡大する期間があります。また、天災、不慮の事故などの不測の事由により開園時間を短縮する場合があります。園内茶店、ミュージアムショップ、抹茶処の営業時間は、店舗により異なります。お問いあわせください。 

休園日 １２月２９日、３０日、３１日

＊天災、不慮の事故などの不測の事由により、臨時休園する場合があります。園内茶店、ミュージアムショップ、抹茶処は店舗により異なります。お問いあわせください。 

入園料金

	大人（中学生以上）
	５００円　(４００円)

	シニア（６５歳以上）
	３００円　(３００円)

	こども（小学生）
	２００円　(１００円)


（　　）内は、団体料金です。20名以上から団体割引が適用されます。
＊シニア料金は、個人・団体、どちらの利用でも同一の料金です。
＊誤って購入した場合は入園前に受付に申し出ください。
　なお、観覧後の精算しなおし、払い戻しはお断りさせていただきます。 

【団体入園料金について】

＊２０名以上のご利用から団体料金が適用できます。
学生で構成された団体の場合、学生団体入園料金２５０円にて入園が可能です。
＊大人、シニア、小人と料金がわかれていますが、料金区分に関係なく有料の入園者が２０名以上であれば団体料金が適用できます。 

【お得な入園券のご案内】

回数券

	大人回数券
	１シート５枚綴り　２０００円  

	小人回数券
	１シート５枚綴り　　５００円


ミシン目入りのお得な券です。切り離してご利用ください。 

年間パスポート １枚　４５００円 購入日から１年間有効で、何度でも入園できます。 

	前売券
	１枚　４００円


購入日の翌日から利用できます。大人500円の入園料が400円になり、100円お得です。
シニア、こどもの前売り券は取扱っておりません。
＊購入いただいた前売券の払い戻しはお断りさせていただきます。 

電車・バスをご利用の場合
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根岸駅 1番乗り場《市バス58・99・101系統》10分 本牧下車・徒歩7分
　＞＞＞根岸駅前バスターミナル　ダウンロード（PDF) 
桜木町駅 2番乗り場《市バス8・148系統》約25分 本牧三溪園前下車・徒歩約3分
横浜駅東口 2番乗り場《市バス8・148系統》約35分 本牧三溪園前下車・徒歩約3分
元町・中華街駅4番出口 山下町バス停《市バス8・148系統》約15分
本牧三溪園前下車・徒歩約3分 
　＞＞＞最寄バス停から三溪園まで　ダウンロード（PDF)
※ 横浜発　横浜市営バス8系統および148系統のバスは、桜木町、山下町を経由して走ります。
※ 横浜発　横浜市営バス148系統のバスは、急行のため同じルートを走る８系統よりも所要時間が５分ほど短くなります
※ 本牧三溪園前は、みなとぶらりチケットの適用区間外です。ご注意ください
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三溪園茶寮
手焼きだんご：１本１５０円・２００円　純国内産の材料を100％使用。たれは全て自家製。 

おままごと：700円　かわいらしい小さな器に入った一口サイズの欲ばりデザート達。満足度100％。 

ちょっといっぷく：450円　純国内産の材料に色も全て自然のものばかりの三色だんごと小さなお茶わんで本格的お抹茶セット。 

三景わん：1,000円　揚げたてえび天、なめこおろし、わかめがそれぞれのおわんのトッピングになってチョットとくした感じの日本そば。冷、温どちらでも…。 

手桶うどん：750円　こしのある太打ちうどんに鳴門、ワカメ、大葉、紀州の大粒梅干しののったかまあげうどん。冷たいのもあります。 

雁ヶ音茶屋

三溪園ラーメン・・・700円　昔ながらのさっぱりとした正油味です。 

天ぷらそば・・・800円　大きな野菜かき揚とえび天入り。 

みそおでん・・・350円　秘伝の合わせみそ。 

おにぎり・・・350円　　さけ、うめぼしの2個入りです。 

田舎しるこ・・・550円　もち入りで北海道産小豆を使っています。 

待春軒

三溪そば・・・800円　　三溪園の創設者、原三溪が考案した伝統の味で汁のない麺です。 

桃山御膳・・・1,200円　季節のご飯、おでん、しゅうまい、玉子焼きをお弁当箱につめました。。 

おしるこ・・・650円　　北海道小豆をじっくり煮上げた自家製の味。小梅と昆布茶をそえて。 

抹茶・・・650円　　　　栗鹿の子付き 

抹茶処“望塔亭”

抹茶・・・500円　三溪記念館内ロビーにて提供しています。お茶受けには、京都で製造した餡入り落雁をお出ししています。　
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